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地域とともに担ぐ、伝統の神輿 
 
９月 12 日（土）地元の築土神社の祭礼が行われ、ダンス部の生徒たちが地域（九段二丁目町会）の皆

さんと一緒に神輿を担ぎました。 

玄関前で待ち構えていると、九段坂上、そして靖国神社の方角から、祭りばやしが聞こえ、普段とは少

し違う九段の街の雰囲気に、季節の訪れと地域の伝統を感じました。 

祭りの活気あふれる雰囲気の中、ダンス部の生徒たちは背中に校章がプリントされた緑の法被を纏い、

地域の方々に声を掛けていただきながら、肩を並べて神輿を担いでいました。普段はステージの上で踊る

生徒たちが、この日は地域の一員として、皆さんと一緒に汗を流していました。世代を超えて力を合わ

せ、一つの神輿を担ぐ姿は、とても頼もしく、また微笑ましく感じました。何より印象的だったのは、生

徒たちの笑顔でした。地域の皆さんとの交流を楽しみながら、一緒に

汗をかき、一緒に声を出す。その姿からは、地域の一員として祭りを

楽しんでいることが伝わってきました。 

 

 

 

 

 

そして、神輿の渡御が本校の玄関前に到着した際には、思いがけない交流も生まれました。 

１階ホールで文化祭に向けて書道部の生徒たちが揮毫の練習をしていましたが、神輿を担いで来られた

地域の皆さんに、その様子をご覧いただく機会となり、学校と地域が自然な形でつながるひとときとなり

ました。地域の方々からは、高校生の真剣な姿勢に感動したとの声が寄せられました。 

本校は、地域の中にある学校です。生徒たちが地域の行事に参加し、地域の方々と触れ合うことは、学

校の中だけでは得られない貴重な学びにつながります。また、地域の皆さんに本校の生徒たちの活動を知

っていただくことも、学校と地域との絆を深める大切な機会です。 

今回、神輿を担いだダンス部の皆さん、そして温かく受け入れてくださった地域の皆さんに、心から感

謝したいと思います。 

また、当日は父母の会の皆さんが来校されており、神輿の担ぎ手の皆さんへの対応を手伝ってください

ました。急な接待に快くお手伝いいただき感謝申し上げます。 

これからも二松学舎高校が、地域の皆さんとともに歩み、地域に愛される学校であり続けることを願っ

ています。 
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